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1.  平成23年2月期第2四半期の業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 2,111 △20.3 △6 ― 10 △89.9 △90 ―
22年2月期第2四半期 2,649 ― 93 ― 107 ― 68 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 △21.14 ―
22年2月期第2四半期 16.17 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 2,651 1,389 52.4 326.06
22年2月期 2,373 1,479 62.3 347.04

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  1,389百万円 22年2月期  1,479百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― ― ― ― ―
23年2月期 ― ―
23年2月期 

（予想）
― 3.00 3.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,750 △11.2 △40 ― △15 ― △110 ― △25.80



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 4,320,810株 22年2月期  4,320,810株
② 期末自己株式数 23年2月期2Q  58,587株 22年2月期  57,799株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 4,262,704株 22年2月期2Q 4,267,066株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は、平
成22年10月７日に終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の事業環境、経済状況
の変化等さまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。業績予想に関しましては、2ページ【当四半期の業績等に関する定性的情報】（３）業績
予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国、資源国経済の伸びから世界経済が回復基調となり、一部

業種で企業業績の改善傾向が見られましたが、依然として厳しい雇用・所得環境やデフレ状態が継続し、景気の先行

き不透明感から個人消費は伸び悩む厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況の中、当社におきましては、春先の天候不順の影響はあったものの、7月の梅雨明け前後からの猛

暑の影響で、販売部門においては、自社ブランド品の氷菓・アイスを中心に、高い水準で推移いたしました。しか

し、製造部門においては、アイスクリームのOEM製造の割合が非常に高い新潟工場で本年４月よりOEM受託先が変更と

なり、当四半期会計期間内において当初見込んでいたよりも受託数量が少量であったこと、また受託製造初年度のた

め、生産効率が大幅に低下した結果、売上高は 百万円（前年同期比20.3％減）となりました。 

 損益面については、経費節減に努めましたが、OEM受託の減収に加え、新潟工場においてロスの発生等、生産効率

が大幅に低下した結果、営業損失 百万円（前年同期は営業利益 百万円）、経常利益 百万円（前年同期比89.9％

減）となりました。 

 なお、当社の繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討いたしました結果、繰延税金資産を取崩し、法人税等調整額

(税金費用)を計上することとしたため、四半期純損失 百万円（前年同期は四半期純利益 百万円）となりました。

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①財政状態  

 当第２四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ、278百万円増加し、 百万円となりました。 

 資産の増減の主なものは、現金及び預金の増加額158百万円、受取手形及び売掛金の増加額331百万円、たな卸資産

の減少額96百万円、繰延税金資産の減少額86百万円等によるものであります。 

 負債の増減の主なものは、買掛金の増加額143百万円、短期借入金の増加額430百万円、長期借入金の減少額230百

万円等によるものであります。 

 純資産の増減の主なものは、利益剰余金の減少額90百万円等によるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ 百万円増

加し、当第２四半期会計期間末には 百万円となりました。  

 当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第２四半期累計期間における営業活動の結果得られた資金は 百万円（前年同期比92.4％減）となりました。こ

れは主に税引前四半期純利益 百万円、減価償却費 百万円、たな卸資産の減少額 百万円、仕入債務の増加額

百万円等の増加要因と、売上債権の増加額 百万円等の減少要因によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第２四半期累計期間における投資活動の結果使用しました資金は 百万円（前年同期比115.7％増）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出 万円等によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第２四半期累計期間における財務活動の結果得られた資金は 百万円（前年同期比100.8％増）となりました。

これは主に短期借入金の純増額 百万円の増加要因と、長期借入金の返済による支出 百万円、リース債務の返済

による支出 百万円等の減少要因によるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当社の事業を取り巻く環境は依然として厳しく、平成23年２月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、

平成22年９月30日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正を行っております。 

 また、平成23年２月期第２四半期累計期間の業績予想を踏まえ、平成22年４月９日に公表した平成23年２月期通期

業績予想数値を下回る見通しとなったため、当該業績予想についても修正を行っております。詳細につきましては、

平成22年９月30日公表の「業績予想に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によってお

ります。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

 また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等の著しい変化が認められる

ため、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味し

たものを利用する方法によっております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 288,739 130,447

受取手形及び売掛金 698,458 367,007

商品及び製品 210,325 331,122

原材料 81,077 56,741

繰延税金資産 24,430 8,668

その他 8,383 13,394

貸倒引当金 △2,439 △2,462

流動資産合計 1,308,975 904,918

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 686,266 699,225

機械及び装置（純額） 178,306 178,560

土地 224,792 224,792

リース資産（純額） 64,713 73,797

その他（純額） 33,763 37,604

有形固定資産合計 1,187,842 1,213,979

無形固定資産   

リース資産 39,806 44,621

その他 6,414 7,794

無形固定資産 46,221 52,415

投資その他の資産   

投資有価証券 93,247 93,010

繰延税金資産 － 102,473

その他 16,633 7,830

貸倒引当金 △1,076 △1,126

投資その他の資産合計 108,804 202,188

固定資産合計 1,342,867 1,468,583

資産合計 2,651,843 2,373,502



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 368,246 225,161

短期借入金 450,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 － 92,000

リース債務 34,772 34,355

未払金 66,946 49,550

未払費用 37,698 38,350

未払法人税等 1,927 2,801

未払消費税等 14,339 4,922

賞与引当金 11,656 11,595

その他 5,830 12,533

流動負債合計 991,416 491,269

固定負債   

長期借入金 － 138,000

リース債務 71,001 84,714

繰延税金負債 14,351 －

退職給付引当金 157,883 151,365

役員退職慰労引当金 18,647 19,936

その他 8,800 8,800

固定負債合計 270,683 402,815

負債合計 1,262,100 894,084

純資産の部   

株主資本   

資本金 216,040 216,040

資本剰余金 22,686 22,686

利益剰余金 1,148,804 1,238,901

自己株式 △22,077 △21,934

株主資本合計 1,365,453 1,455,692

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 24,289 23,724

評価・換算差額等合計 24,289 23,724

純資産合計 1,389,742 1,479,417

負債純資産合計 2,651,843 2,373,502



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 2,649,535 2,111,217

売上原価 2,224,844 1,802,647

売上総利益 424,690 308,570

販売費及び一般管理費 330,968 315,560

営業利益又は営業損失（△） 93,721 △6,989

営業外収益   

受取利息 40 37

受取配当金 1,046 1,221

不動産賃貸料 7,641 7,416

受取手数料 546 1,683

雑収入 9,152 12,477

営業外収益合計 18,426 22,836

営業外費用   

支払利息 3,196 3,982

不動産賃貸費用 1,051 1,051

シンジケートローン手数料 499 －

雑損失 368 8

営業外費用合計 5,116 5,043

経常利益 107,031 10,803

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 6,050 540

貸倒引当金戻入額 148 70

特別利益合計 6,198 610

特別損失   

固定資産除却損 1,162 139

前期損益修正損 6,973 －

たな卸資産評価損 7,231 －

特別損失合計 15,367 139

税引前四半期純利益 97,863 11,273

法人税、住民税及び事業税 886 690

法人税等調整額 27,995 100,679

法人税等合計 28,881 101,370

四半期純利益又は四半期純損失（△） 68,981 △90,096



（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 1,403,702 1,271,928

売上原価 1,146,207 1,048,452

売上総利益 257,494 223,475

販売費及び一般管理費 181,949 183,152

営業利益 75,545 40,323

営業外収益   

受取利息 23 21

受取配当金 1,046 1,221

不動産賃貸料 3,841 3,678

受取手数料 295 666

雑収入 3,086 7,172

営業外収益合計 8,292 12,760

営業外費用   

支払利息 1,484 1,772

不動産賃貸費用 1,051 525

シンジケートローン手数料 249 －

雑損失 248 －

営業外費用合計 3,034 2,298

経常利益 80,803 50,786

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 1,293 －

貸倒引当金戻入額 148 70

特別利益合計 1,442 70

特別損失   

固定資産除却損 1,132 139

特別損失合計 1,132 139

税引前四半期純利益 81,113 50,716

法人税、住民税及び事業税 481 345

法人税等調整額 29,555 97,183

法人税等合計 30,037 97,529

四半期純利益又は四半期純損失（△） 51,075 △46,812



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 97,863 11,273

減価償却費 70,710 77,945

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,119 6,518

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,254 △1,289

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,482 60

固定資産除却損 1,162 139

貸倒引当金の増減額（△は減少） △148 △72

受取利息及び受取配当金 △1,087 △1,259

支払利息 3,196 3,982

売上債権の増減額（△は増加） △241,996 △331,400

たな卸資産の増減額（△は増加） 70,647 96,460

仕入債務の増減額（△は減少） 134,219 143,084

未払金の増減額（△は減少） 4,101 9,668

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,363 9,417

未払費用の増減額（△は減少） 9,574 1,254

差入保証金の増減額（△は増加） － △9,600

その他 △4,798 △1,529

小計 114,463 14,654

利息及び配当金の受取額 1,087 1,259

利息の支払額 △3,551 △5,889

法人税等の支払額 △886 △1,380

法人税等の還付額 4,513 139

営業活動によるキャッシュ・フロー 115,626 8,782

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △11,520 △32,682

無形固定資産の取得による支出 △2,675 △320

投資有価証券の取得による支出 △924 △506

その他 239 1,415

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,879 △32,092

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 430,000

長期借入金の返済による支出 △46,000 △230,000

リース債務の返済による支出 － △17,778

配当金の支払額 △13,147 △476

その他 △406 △143

財務活動によるキャッシュ・フロー 90,445 181,601

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 191,192 158,291

現金及び現金同等物の期首残高 116,328 130,447

現金及び現金同等物の四半期末残高 307,521 288,739



 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

 生産、受注及び販売の状況 

（１）生産実績 
   当第２四半期累計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 金額は、製造原価によっております。 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

     （２）商品仕入実績 
     当第２四半期累計期間における商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 金額は、仕入価格によっております。 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

   （３）受注状況 
     当社は、受注から引渡しまでの期間が短いため、受注状況の記載を省略しております。 

 （４）販売実績 
   当第２四半期累計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
２ 冷凍冷蔵部門には、55,563千円の運賃収入を含んでおります。 
３ 事業の性質上、主として夏季に集中して需要が発生するため、３月～８月に売上が偏り、特に第２四半期会計期間の売上高は他の

四半期会計期間の売上高と比べ著しく高くなる傾向にあります。 
４ 前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次の

とおりであります。 

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
   ２ なお、当第２四半期累計期間において、販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10以上である相手先はありません。

４．補足情報

事業部門 
当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

前年同四半期比（％） 

製氷部門（千円）  23,413  △12.1

冷凍冷蔵部門（千円）  141,748  △27.3

アイスクリーム部門（千円）  612,774  △32.9

和菓子部門（千円）  173,524  △4.8

冷凍食品部門（千円）  2,726  △50.4

冷凍果実部門（千円）  9,901  34.3

合計  964,088  △27.5

事業部門 
当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

前年同四半期比（％） 

製氷部門（千円）  3,840  17.2

飲料部門（千円）  25,182  △32.3

アイスクリーム部門（千円）  212,529  △8.8

和菓子部門（千円）  28,790  △72.0

冷凍食品部門（千円）  495,352  △1.2

冷凍果実部門（千円）  26,065  △25.7

合計  791,761  △13.3

事業部門 
当第２四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

前年同四半期比（％） 

製氷部門（千円）  44,577  4.4

飲料部門（千円）  28,065  △17.2

冷凍冷蔵部門（千円）  146,861  △17.0

アイスクリーム部門（千円）  968,532  △27.4

和菓子部門（千円）  301,716  △7.2

冷凍食品部門（千円）  582,482  △15.0

冷凍果実部門（千円）  38,980  △22.7

合計  2,111,217  △20.3

相手先 

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
  至 平成21年８月31日) 

販売高（千円） 割合（％）

明治乳業株式会社  695,350  26.2
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